
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年８月 30 日 №162 

日本共産党 前杉並区議会議員 

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
２
０
２
１
年
２

月
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
、

国
軍
は
今
も
罪
の
な
い
市
民
に
対
し

て
無
差
別
な
虐
殺
や
不
当
な
拘
束
を

続
け
て
い
ま
す
。 

講
師
の
ウ
ィ
ン
チ
ョ
さ
ん
、
マ
テ

ィ
ダ
さ
ん
夫
妻
は
１
９
８
８
年
に
軍

事
政
権
下
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ア
ウ
ン

サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
ら
と
民
主
化
を

求
め
る
学
生
運
動
に
参
加
し
、
１
９

８
９
年
に
来
日
。
日
本
か
ら
祖
国
の

民
主
化
や
日
本
に
来
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
若
者
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
緒
に
活
動
す
る
大
学
院
生

の
石
川
航
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
石
川
さ
ん
は
学
部
生
時
代
か 

国名 ミャンマー連邦共和国 

人口 5,458 万人（2020 年推定） 

面積 676,578 ㎢（日本の 1.8 倍） 

民族 135 民族とされる多民族国家 

公用語 ビルマ語 

首都 ネーピードー 

最大都市 ヤンゴン 

宗教 上座部仏教(約 88％)、キリスト

教(約６％)、ムスリム(約４％) 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区民新聞 2023 年 8 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

２
７
日
、
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
「
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
っ
て
ど

ん
な
国
？
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
催
し
、
３
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

国
の
成
立
か
ら
軍
事
政
権
下
で
の
国
民
の
現
状
ま
で
多
彩
に 

野垣あきこ地域学習会 

ら
ビ
ル
マ
語
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
域
研

究
を
専
攻
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
以

降
、
支
援
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
８
月
に
現
地
支
援
に 

 

ウ
ィ
ン
チ
ョ
さ
ん
た
ち
は
支
援
団

体
と
協
力
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
食
糧

や
医
療
を
届
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
今
年
の
８
月
に

石
川
さ
ん
が
物
資
を
タ
イ
国
境
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け
て
き
た
こ
と
を

報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
批
判
の
声 

先
進
国
の
政
府
が
開
発
途
上
国
の

社
会
・
経
済
発
展
の
た
め
に
行
っ
て

い
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）。
ク

ー
デ
タ
ー
後
、
欧
米
な
ど
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
軍
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
か
ら
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
事
業
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
関
連

企
業
に
発
注
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
自
民
党
の
麻
生
太
郎
議
員
の
一

族
が
経
営
す
る
会
社
が
現
地
に
土
地

を
購
入
し
工
場
を
開
設
。
国
軍
か
ら

表
彰
を
受
け
た
そ
う
で
す
。「
国
軍
関

連
の
企
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
が
苦
し
く
な

る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
批
判
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

日
本
政
府
は
国
軍
支
配
下
で
の
支

援
は
や
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化

と
経
済
発
展
に
寄
与
す
べ
き
で
す
。 

ウィンチョさん、 
マティダさん夫妻 

【
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
基
礎
情
報
】 

 

▲現在の国旗は変えられている

が、今も多くの国民が認めている

1948～1974 年までの国旗 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

 

自
宅
に
通
報
機
を
設
置
し
、
急
病

時
に
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
救
急
ボ
タ
ン

（
左
写
真
）
を
押
す
だ
け
で
、
派
遣

員
が
現
場
に
駆
け
付
け
、
利
用
者
に

代
わ
り
救
急
車
（
火
災
の
時
は
消
防

車
）
を
要
請
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

ま
た
、
室
内
で
人
の
動
き
を
感
知

し
、
一
定
時
間
動
き
が
な
い
場
合
に

自
動
通
報
す
る
安
心
セ
ン
サ
ー
や
、

煙
を
感
知
す
る
火
災
セ
ン
サ
ー
も
設

置
し
ま
す
。 

 

対
象
は
区
内
在
住
で
６
５
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
常
時
注

意
を
要
す
る
方
と
な
り
ま
す
。
入
院

や
介
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

 

利
用
料
金
は
所
得
に
応
じ
て
、
無

料
～
月
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。 

ぜひ活用してください！ 
 

「
日
本
共
産
党
の
百
年
」
を
や
っ
と

読
み
終
え
ま
し
た
。
約
２０
年
毎
に
５

つ
の
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
１
９
９
８
年
に
入
党
し
た
の

で
、
１
０
０
年
の
う
ち
２
５
年
し
か

活
動
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先

輩
の
党
員
の
方
か
ら
は
「
自
分
の
人

生
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
だ
」
と
聞

き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
重
み
が
あ

る
日
本
共
産
党
の
歴
史
で
す
。 

特
に
戦
前
の
活
動
は
大
変
な
も
の

で
、
数
々
の
弾
圧
と
た
た
か
っ
て
き

た
党
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ソ
連 

   

や
中
国
か
ら
の
干
渉
も
は
ね
の
け
、

常
に
反
戦
平
和
と
国
民
主
権
を
貫
い

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
過
去
の
方
針

の
誤
り
な
ど
も
き
ち
ん
と
書
い
て
あ

る
の
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

方
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。 

 

 

 

あ
き
こ
の
部
屋 

  

 

 

 

 

 

 

 

野垣あきこ地域学習会 

９月２４日(日) 
１３時半～ 
井草地域区民センター 

講師 中島宏治税理士 
 

１０月からスタート⁉ 

インボイス制度学習会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

署名にご協力を！ 

ご自宅に署名用紙を 

お届けしますので、 

ご連絡ください。回 

収にも伺います。 

杉
並
区
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て 

活
で
き
る
よ
う
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

よ
く
問
合
せ
も
あ
る
た
め
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
高
齢
者
安
心
コ
ー
ル 

 

週
１
回
、
区
が
委
託
す
る
民
間
事

業
者
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用

者
に
電
話
を
か
け
、
安
否
の
確
認
を

す
る
と
と
も
に
、
健
康
不
安
な
ど
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
電
話
訪
問
は

希
望
す
る
曜
日
と
時
間
帯
（
午
前
６

時
か
ら
午
後
８
時
の
間
を
２
時
間
ず

つ
に
区
切
っ
た
時
間
）
に
行
い
ま
す
。 

 

応
答
が
な
か
っ
た
場
合
や
、
異
変

が
あ
っ
た
場
合
は
、
指
定
の
連
絡
先

に
状
況
を
報
告
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康

不
安
な
ど
の
電
話
相
談
は
２
４
時
間

３
６
５
日
対
応
し
て
い
ま
す
。
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
は
保
健
師
、
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
等
の
有
資
格
者
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。 

 

対
象
は
区
内
在
住
で
６
５
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
。
固
定
電
話

か
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
で
す
。 

 

利
用
料
金
は
所
得
に
応
じ
て
、
無

料
～
月
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ケ
ア
２
４
）
か
、
区
役
所
の
高
齢
者

在
宅
支
援
課
・
見
守
り
連
携
係
ま
で
。 


